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はじめに
教育現場においては、「学習論」が20世紀に入ってから ３ 回変わっている。「できる」「わかる」「学
ぶ」への変換である。知識偏重から「自ら学び自ら考える教育」への変換が求められて、何年たつ
のであろうか。短大へ入学してくる学生のどれほどが、学び方を学んできていると言えるのか疑問
である。本モデルでは、 ４ 月の履修登録時に「短大での学び方」として高校時代と学び方の違い、
シラバスの活用方法、単位制における自己学習の位置づけなどを説明している。しかし、身につい
ていないのが現状である。主体的に学習するとは、興味・関心が喚起されていなくてはできない。
そのほかに課題意識、問題解決能力。表現力の育成などが教育的課題となっている。変化の激しい
時代を生きていくには、学び方を教えなければ、社会へ出てから困るであろう。本研究は、学生が
主体的に学ばなければ成立しない「学外実習」において、学生が学ぶ意義を実感でき何をどのよう
に学べばよいのか道しるべとなる実習要項を作成することを目的とした。そして実習要項を活用す
ることで学びのプロセスが見え、学び方を学ぶ機会となり、学習力をはぐくむ一因となると考えて
いる。
研究の経緯
1 ．カリキュラム開発の意義
 　教育実践におけるカリキュラム開発研究とは、学校や教師が社会のニーズ、学生の実態・特性
を踏まえて教育目標の実現に向けて、カリキュラムを設計し、具体的な授業実践を通して、評価・
改善を繰り返すことである。
2 ．学外実習の実践課題
 　学外実習とはメディカル秘書モデルで学習してきた科目、秘書概論・秘書実務・メディカル秘
書概論・メディカル秘書実務・メディカル情報基礎Ⅰ，Ⅱを統合した科目として医療という実践
の場で起こっている状況の把握とメディカル秘書としての役割や意味を見出す難易度の高い学習
であり、自ら課題を持つ探究的姿勢が要求される。200８年度の実習の総括より、具体的実習目標
が立案されていないため、目標に沿った評価表もなく、学生の学びを引き出していない。事前指
導で実習の説明をしても主体的な自己学習の取り組みがみられない。実習においては、表面的な
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知るレベルから次へのステップへ学びを深めて行けないことなどが実践課題であった。
３ ．研究目的
　「学外実習」の実習要項・実習評価表を作成する。
４ ．カリキュラム開発の視点
 　実践課題を解決する糸口としては、「学習」とは何かを学習理論より考察した。行動主義心理
学では「できる」ようになること、認知心理学では「わかる」ようになること、状況的学習論で
は「参加し意味付けする」ことである。様々な学習理論を組み合わせて効果的に活用することは
いうまでもないが、実習という学習形態においては状況的学習理論を活用することが有効である
と考える。学外実習での体験学習は、現実世界で医療事務として必要なことが状況に「埋め込ま
れている」状況的学習論を活用すること、自ら問いを持ち自ら解を出す問題解決的な学習を触発
することであると考える。
1 ）状況的学習理論から見たメディカル秘書を「学ぶ」とは
　 　学生は、「学外実習」で医師・患者・医療事務らの実践共同体に参加することを通して、メディ
カル秘書としてのアイデンティティを確立することが学びである。メディカル秘書として必要
な知識・スキルをテキストを通して習得（マスタリー）することではないと考えている。周辺
的参加から全体的参加へすることで、学生自身の手ごたえとして参加の軌道が見えるとき「や
る気」が出て、さらに学びたいと思うのである。学生が体験したことに学生自ら意味づけがで
きるとき、「なるほどわかった」と実感の伴う学びとなる。教員の役割は学生の体験の中から
その実感世界の意味を引き出す関わり（手がかり）である。手がかりを示さないで「行動」を
要求すると学生は、やる気をなくすのである。状況的学習論における教師の役割のもう一つは、
物事は単一の原因で生起するのではないこと、必ず複数のものや人との相互の関わりの中で立
ち現れること、因果論から関係性へ発想の転換をさせる、気付かせることである。文化の実践
者として世の中に価値付けられたことを生み出している共同体に学生が自らの独自のあり様を
生かして「参加」することが学びであると考える。
2 ）状況に埋め込まれた「媒介物」として実習要項を利用することの意義
　 　学生は、実習要項の学習内容を見て、自己内対話をしてみる。たとえば接遇の基礎とは、患
者対応とは、個別性の理解とは具体的に何を指すのかなど自問自答してみて答えられるか。は
たしてそれで正解なのか、調べてみる。という一連の主体的学習行動につなげていくことがで
きる。実習での体験がどの程度できればよいのかの基準が達成目標である。達成目標の中から、
どこの実習病院へ行っても体験できる基本にしぼって、中核目標とし、評価項目とした。実習
内容と目標と順にそこをみれば次にやることがわかる。「みるべきところ」を「みやすく」し
ておく、発見学習に意味づけをすることでさらに自分のあり様の不足、課題に気づき学習への
動機付けとなる。
３ ）教える構造から学びの構造への変換
　 　授業には教員の本時の願いやねらいがあり、今まではそれを注入することに教員の力がそそ
がれていた。と言っても間違いはないかもしれない。学生がどう感じ、受けとめているかに目
を向け、対話を通し学生の思いを引き出す努力が、教員側に不足していたのではないか。学生
の興味関心を大切に、学生の学びを発展させていけるような関わり（布石）が必要と考える。
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５ ．カリキュラム開発の具体的経緯
1 ）学外実習のねらい
　 　病院の見学や医療事務部門の活動の実際を通して、学生自身の気付きや感動を意味づけし、
メディカル秘書としての役割を自覚し、人間への関心、学ぶことへの意欲、今後の学習の動機
付けとする。
2 ）学外実習の目標
　　（ 1 ）医療秘書（事務）としての役割を実践を通して学ぶ。
　　　①受付業務を通して患者対応の基礎を学ぶ。
　　　②カルテ管理の実際を学ぶ。
　　　③病棟事務の実際について学ぶ。
　　（ 2 ）診療報酬請求事務の実際を学ぶ。
３ ）本実習の考察 
　〈教材観〉
　　 　本実習は病院、患者の受診、療養環境、医療秘書活動の実際をみることで学生自身が何を
感じたか、どう思ったかを題材として、医療秘書を取り巻く現状にも興味関心をもち、自己
の課題として主体的に学ぶ基礎を育む。学生自身が今まで学んできた接遇の基礎を活用した
対人関係を形成すること、医療秘書の役割について考えさせたい。
　〈学生観〉
　　 　本学生は、メディカル秘書への志望動機をもち、メディカル秘書の資格を得ることを目標
に入学してきた学生であり、入学後ほぼ 1 年が経過しようとしている。初めての病院実習で
不安と緊張でいっぱいであると思われる。病気をして病院を訪れた経験は学生にもあるだろ
うが、メディカル秘書の立場で病院で働くさまざまな職種の仕事を見るのや、医療事務の立
場で入院環境を見るのは、初めてである。少子化、核家族化など社会構造の変化、技術革新
などにより急速な社会の変化に伴い、現代青年の特徴も大きく変化している。パソコンや携
帯電話などの情報文化の発展により、コミュニケーション形式も変化してきている。いつで
もどこでも手軽に情報が手に入るようになり、顔の見えない相手とメールを交換することで
会話ができることなどにより、相手の反応に対して配慮ができずにストレートな表現をする
傾向も見られる。小・中・高校の学習方法は、教師から教授されることを学ぶという学習形
態で学んできていることが多く、主体性創造性を育む教育が十分されていないという報告も
あり、受身で自ら行動することが身についていない学生もいると思われるが対話を通して学
生一人一人の体験や関心を引き出し確認し、学生のもてる力を引き出していく必要がある。
　〈指導観〉
　　 　今回は、学生の初めての臨床体験である。学生自身の目で、病院にはどのような職種の人
たちが関わっているのか、説明を聞き、実際を見、メディカル秘書としての役割を主体的に
探究させたい。また、入院している患者の療養環境を見て学生が何を感じ、何を思ったかを
大切にしたい。そのためには、見たこと感じたことを自分の言葉で表現し、他者の意見を聞
くことで、ヒトには同じ体験をしても受け止め方、見方、感じ方が違い様々であることも認
識させたい。また、学生に患者の今、ここでの言語的、非言語的表現で示される事実を捉え
る観察力を養っていきたい。臨床体験で見たこと、“その時”“その場”での事実を相手の立
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場にたって推測でき、学生自身の学習課題となるよう学生との相互作用を図っていきたい。
この体験を踏まえて、今後の学習への動機付けとし、対象理解の基礎へと学習を発展させた
い。
　〈指導計画〉
  1  ．病院には、どのような職種の人たちが協働しているのか見学し、説明を聞くことで、それ
ぞれの役割に気付き、保健医療チームの中でのメディカル秘書の役割を主体的に探求してい
けるようにする。
  2  ．入院している患者の療養環境を見て、入院患者の療養環境に関心を寄せ、入院患者さんの
事務的手続きについて学ぶ。
  ３  ．医療事務の実際をみることによって患者と事務職との関り方の特徴を述べることができ
る。
  ４ ．援助関係を築くための対人関係のあり方に気付くことができる。
  ５ ．今まで経験してきた対人関係との相違に気付くことができる。
  ６ ．医療事務の実際をみることによって、メディカル秘書の役割を考えることができる。
　以上の経緯を経て実習要項・実習評価表を作成　　　資料 1
６ ．開発されたカリキュラム（実習要項）の評価・今後の課題
  1 ）実践後どのように評価するか
　　 　評価表の分析をする。到達目標をどの程度達成しているのかで学生の学びを評価する。達
成度の低い項目においては、各授業科目の教育内容の分析、他の専門科目間同士の教育内容
との連携、および教育方法論の検討をする。必要時実習要項の修正をする。
  2 ）今後の課題
　　 　医師事務作業補助体制加算が200８年の ４ 月から新設されドクターズクラークとして活躍を
している。医療秘書としての業務に診療点数がついたのは、画期的成果であると考える。厚
生労働省は、ドクターズクラークとしての業務をカルテの代行入力、検査の予約、診断書・
紹介状などの文書作成補助などとし、窓口業務、診療報酬請求事務はその業務に含まないと
している。日本医療秘書学会でも、メディカル秘書の業務に診療報酬請求事務は含まないと
されている。今後の課題として当校においてもメディカル秘書をどう定義して教育理念・目
的・目標を編成していくか理論的枠組みより教育内容の抽出をするカリキュラム開発が急務
である。
おわりに
カリキュラム編成は学校の理念、教育目的を達成するために学校経営を鑑み教育責任を担う責任
者がカリキュラム編成の方針を示しそれを受けて編成すべきものであると認識している。本研究に
おいては、科目を担当する一担当教員として「学外実習」のカリキュラム開発として実習要項の作
成をした。実践評価は今後となるが、教育内容の分析、教育方法論の検討、専門科目間の連携等、
より良い教育をしていくためにカリキュラム開発の研究が継続的に必要である事を痛感している。
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実習要項 資料 １
学外実習
目　　的： 既習の知識・技術を実際の場面に応用し、健康障害を持った人の受診行動を支え、メディ
カル秘書としての役割を展開できる基礎的能力を身につける。
実習時期： 1 年次後期
実習時間：８0時間（ 1 日 ８ 時間×10日）
　　　　　学外実習（事前指導）と合わせて90時間　 2 単位
実習記録：実習日誌、実習項目ごとのまとめ、実習を終えての学び
実習評価：実習評価表
実　習　目　標 達　成　目　標 実　習　内　容 留　意　点
1 ．病院の機能と役割
を理解する。
１）病院の組織を記
述できる。
⑴病院内の構造 ･ 安全管
理システム
⑵病院の組織
・病院の概要について
説明を受ける。
2 ．事務部門の実際を
見て事務の機能と
役割を理解する。
１）事務部門の主た
る役割を述べるこ
とができる ｡
⑴総務課
⑵人事課
⑶経理課
⑷医事課
⑸医療相談室
⑹地域連携室
⑺資材管理
⑻施設管理
⑼医療情報管理
⑽カルテ管理
・院内を見学し ､ 各部
署の概要説明を受け
る。
2 ）病棟クラークの
業務を理解する。
⑴病棟の特徴、設備
⑵病室の構造、面積
⑶個室、大部屋、談話室、
食堂
⑷病床の環境
⑸各種伝票の処理
⑹他部門への搬送
⑺入力（食事伝票、処置、
検査、薬、注射）
⑻カルテ・書類の整理
・病棟案内を受ける。
・病棟クラークの業務
について説明を受け
る。
３ ）安全対策が理解
できる。
⑴非常口、避難路
⑵感染予防
⑶事故防止
・安全な療養環境、事
故防止、感染予防対策
について観察する。
３ ．対人関係の基礎を
身につける。
１）接遇の基礎を用
いて患者対応がで
きる。
⑴挨拶
⑵身だしなみ
⑶笑顔
⑷言葉づかい
・コミュニケーション
の意義、目的、方法に
ついて考える。
・意思の疎通を図るた
めの効果的なコミュ
ニケーションについ
て考える。
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２）患者の状況に応
じてコミュニケー
ションの方法を選
定できる。
⑴コミュニケーションの
要素（送り手、受け手、
内容）
⑵目線、距離、トーン
⑶言語的、非言語的
３）自分から声をか
けることができる。
⑴コミュニケーションに
必要な条件
　傾聴する姿勢、親し
み、受容的
・接遇の基礎を使って
患者対応をする。
４）患者の言動を確
認しながら対応で
きる。
⑴相手を尊重する言葉遣
い、声かけ、配慮
⑵発達段階の特性
・患者への関わり方、
電話対応を見学し、ど
のような配慮が必要
か考える。５ ）電話応対の必要
性について理解す
る。
⑴電話対応（観察）
４ ．患者の受診行動を
支援する。
１）初診受付ができ
る。
⑴診察申し込書の記入確
認
⑵保険証の確認
⑶紹介状
⑷外来カルテの作成
⑸診察券の発行
⑹保険証と診察券の返却
・書類の流れの確認を
する。
・確認の方法
（患者、保険証、診療
科）
・入力
・説明
・受け渡し
２）再診・再来受付
ができる。
⑴再診予約の場合
・診察時間の確認
・診察前の検査の有無
・診察後の検査の有無
・検査室・処置室の案内
・次回予約日の確認
・再診受付で説明を行
う。
３）会計窓口の業務
ができる。
⑴患者確認
⑵金額確認
　あずかり金、おつり
⑶診療費についての説明
⑷領収証の発行
・確認事項をチェック
し実施する。
４ ）入退院受付がで
きる。
⑴入院指示書
⑵入院カルテの確認
⑶入院誓約書な
⑷退院会計
⑸診察券返却・再診予約
・機会あれば入退院に
必要な書類を見せて
いただく。
５ ．保険請求事務の実
際を知る。
1 ）診療報酬明細書
の作成を理解する。
⑴レセプト作成 ・保険請求事務の実際
を把握する。
2 ）外来用レセプト
について理解する。
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    実習評価表（指導者評価）     
                            
学籍番号：      氏名： 
  A B C D 
１．病院の組織について記述できる。     
２．各事務部門の主たる役割を述べることができる。   
３．接遇の基礎を用いて患者対応できる。   
４．患者の状況に応じたコミュニケーションの方法が選択できる。   
５．患者の言動を確認しながら対応できる。   
６．患者に必要時、自分から声をかけることができる。   
７．初診受付ができる。   
８．再診・再来受付ができる。   
９．会計窓口の業務ができる。   
 
 
 
 
実習評価内容
 
10．プライバシーを尊重することができる。   
１．積極的に自分の考えを述べることができる。   
２．責任ある行動がとれる。   
３．時間や約束を守ることができる。   
４．報告・記録ができる。   
実習態度
 
５．積極的に実習に臨むことができる。   
評価基準     A：指導を受けた内容を活用し実施できる。  
         B：指導を受けた内容を理解し実施できる。 
         C：指導を受けた内容がほぼ実施できる。 
         D：指導を受けても実施が困難である。 
所  見     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       施設名                      
                       指導者氏名                         印 
小林よしみ　■
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    実習評価表（自己評価）     
                実習施設名   
学籍番号：      氏名： 
  A B C D 
１．病院の組織について記述できる。     
２．各事務部門の主たる役割を述べることができる。   
３．接遇の基礎を用いて患者対応できる。   
４．患者の状況に応じたコミュニケーションの方法が選択できる。   
５．患者の言動を確認しながら対応できる。   
６．患者に必要時、自分から声をかけることができる。   
７．初診受付ができる。   
８．再診・再来受付ができる。   
９．会計窓口の業務ができる。   
 
 
 
 
実習評価内容
 
10．プライバシーを尊重することができる。   
１．積極的に自分の考えを述べることができる。   
２．責任ある行動がとれる。   
３．時間や約束を守ることができる。   
４．報告・記録ができる。   
実習態度
 
５．積極的に実習に臨むことができる。   
評価基準     A：指導を受けた内容を活用し実施できる。  
         B：指導を受けた内容を理解し実施できる。 
         C：指導を受けた内容をほぼ実施できる。 
         D：指導を受けても実施が困難である。 
学びと課題     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                              
                        
